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芹卜は手づくり精霊流し。右上はたそがれにメリケン地蔵盆始まる。左下、家族参加も多くなって。初のカラオケ大会
司会・露の団六、審査員の宮聖堂、岡田美代、松本幸三さん。

カ
ラ
オ
ケ
大
会

墓
・
圭

雫
犀
罷

．
ｆ
菌
２

話題のひろば

＜Ｉ＞鵜
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跡

凸●

６
１
２
１
１

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
暗
い
波
間
に
精

霊
流
し
の
灯
篭
が
揺
れ
、
浴
衣
姿
の
人

々
が
幻
想
的
な
光
景
に
想
い
を
込
め
て

見
送
っ
た
。

第
四
回
目
を
迎
え
た
メ
リ
ケ
ン
地
蔵

盆
が
み
な
と
公
園
（
中
央
区
波
止
場
一
）

で
八
月
十
九
日
夕
刻
か
ら
、
し
め
や
か

に
、
そ
し
て
賑
や
か
に
営
ま
れ
、
そ
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
手
作
り
精
霊
の
送

り
で
、
約
四
十
基
が
浮
か
ん
だ
。

こ
の
地
蔵
は
チ
ー
ク
材
の
詞
に
二
体

が
鎮
座
し
北
側
（
街
）
と
南
側
（
海
）

を
向
き
、
港
街
の
平
安
と
繁
栄
を
見
守

っ
て
い
る
。
管
理
は
神
戸
港
を
考
え
る

会
（
四
十
名
）
の
会
員
が
あ
た
り
、
付

近
の
人
々
も
支
援
し
て
、
毎
朝
夕
に
合

掌
す
る
姿
も
少
な
く
な
い
。

年
一
回
、
真
夏
の
地
蔵
盆
に
は
会
員

が
手
弁
当
で
参
加
し
、
寄
付
集
め
や
設

営
か
ら
運
営
ま
で
行
い
、
こ
れ
を
知
っ

て
か
、
地
域
の
海
運
企
業
や
団
体
、
元

町
と
南
京
町
商
店
街
、
大
丸
、
マ
ス
コ

ミ
、
文
化
人
等
約
九
十
件
の
寄
付
や
協

賛
が
寄
せ
ら
れ
た
。

夕
刻
か
ら
例
年
通
り
大
龍
寺
井
上
住

職
の
法
要
後
、
今
年
初
め
て
〃
海
の
歌

カ
ラ
オ
ケ
大
会
″
を
催
し
、
司
会
は
露

の
団
六
、
審
査
員
白
聖
堂
、
岡
田
美
代
、

松
本
幸
三
の
諸
氏
に
よ
り
文
化
人
も
混

じ
え
て
喉
を
競
い
、
最
優
秀
賞
が
角
本

南
海
子
、
歌
唱
賞
が
高
橋
孟
さ
ん
。

河
野
竜
子
さ
ん
指
導
の
盆
踊
り
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

八
か
ど
も
と
み
の
る
Ｖ

口
卯
メ
リ
ケ
ン
地
蔵
盆
Ⅵ

９精
霊
流
し
に

#聯

蕊
憂鍵
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１
１２７
１

＜Ⅱ＞

手
づ
く
り
の
お
銚
え
紳
士
服
を
創
っ

て
血
年
。
創
業
明
治
蝿
年
（
１
８
８
３
）

の
元
町
四
丁
目
に
あ
る
柴
田
音
吉
洋
服

店
と
元
町
三
丁
目
の
柴
田
グ
ル
ー
プ

が
、
初
代
音
吉
、
２
代
目
音
吉
か
ら
３

代
目
高
明
氏
へ
と
ハ
イ
カ
ラ
の
伝
統
を

守
り
青
く
ん
で
き
た
。
８
月
妬
日
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
店
に
お
い
て
、
高

明
氏
が
新
会
長
に
、
四
代
目
の
啓
嗣
副

社
長
が
新
社
長
に
就
任
、
柴
田
音
吉
を

襲
名
す
る
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ

た
。４

代
目
柴
田
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役

社
長
は
甲
南
大
学
を
卒
業
後
、
配
歳
で

１
年
間
ロ
ン
ド
ン
留
学
。
国
際
的
な
セ

ン
ス
を
磨
き
、
最
近
５
年
間
は
副
社
長

と
し
て
、
ド
ー
メ
ル
社
と
強
力
に
タ
イ

ア
ッ
プ
、
西
ド
イ
ツ
の
ペ
ロ
社
を
は
じ

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名
商
品
の
輸
入
、

卸
業
を
充
実
、
百
貨
店
、
テ
ー
ラ
ー
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
及
び
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー

に
販
路
を
拡
大
し
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
輸
入
商
社
と
し
て
発
展
さ
せ

た
。
ま
た
、
加
歳
か
ら
始
め
た
テ
ニ
ス

マ
ン
、
ゴ
ル
フ
愛
好
の
ス
ポ
ー
ツ
精
神

を
生
か
し
て
感
謝
の
経
営
を
当
如
歳

の
充
実
ぶ
り
を
披
露
し
た
。

会
場
に
は
、
東
洋
紡
会
長
、
関
西
経

済
連
合
会
長
の
宇
野
収
氏
、
メ
ル
ポ
紳

士
服
の
清
水
貞
保
氏
、
ザ
ビ
エ
ル
・
ド

ー
メ
ル
。
ド
ー
メ
ル
社
会
長
を
は
じ

め
、
約
二
○
○
名
が
集
う
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
格
調
高
い
披
露
パ
ー
テ
ィ

だ
っ
た
。

識 話題のひろば

右上は啓嗣改め柴田音吉となった新社長。中央メルポ清水社長、新会長柴田高明夫妻（左上) 、ドーメルの社長一家の皆さんと。
( 上中）新社長を囲んでお祝いに集まった皆さん（中、下２点）於、ホテルオークラ平安の間

四
代
目
柴
田
音
吉
を

新
社
長
が
雲
名

唾
柴
田
音
吉
洋
服
店
。
柴
田
グ
ル
ー
プ
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観
客
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
支
え
る
熱
い
演
奏

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
術
祭
」
の
な
か
で
も
〃
目
玉
商
品
″

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
が
Ⅲ
と
な
っ
て
い
る
。

月
超
・
哩
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
長
は
、
数
力

北
野
町
、
山
本
通
、
中
山
手
通
一
帯
所
の
会
場
を
設
け
、
出
演
者
は
何
力

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
所
か
を
か
け
も
っ
て
演
奏
を
行
い
、

切
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
ま
た
観
客
も
好
き
な
会
場
に
自
由
に

も
今
年
で
９
回
目
。
加
月
の
神
戸
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
観

す
っ
か
り
定
着
し
、
「
神
戸
・
秋
の
芸
客
は
好
き
な
と
き
に
、
好
き
な
音
楽

、 一Ｚ

／ 、

躯，唾奥秩の
Ｆ亭q ｄｍ９ 別r ‘F ＭＴＲＯＳＳＪ

Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
が
皿
と
な
っ
て
い
る
。

北
野
町
、
山
本
通
、
中
山
手
通
一
帯
所
の
会
場
を
設
け
、
出
演
者
は
何
力

す
っ
か
り
定
着
し
、
「
神
戸
・
秋
の
芸
客
は
好
き
な
と
き
に
、
好
き
な
音
楽

Ⅷ
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
ま
た
観
客
も
好
き
な
会
場
に
自
由
に

も
今
年
で
９
回
目
。
加
月
の
神
戸
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
観

観
客
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
支
え
る
熱
い
演
奏

月
超
・
哩
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
所
か
を
か
け
も
っ
て
演
奏
を
行
い
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
術
祭
」
の
な
か
で
も
〃
目
玉
商
品
″
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
長
は
、
数
力
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１
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１

〆 、

が
聴
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
出
演
者
と
の
距
離
が
近

い
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
魅
力
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
ぐ
そ
ば
で
演
奏

が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
会
場
か

ら
会
場
へ
の
移
動
時
に
、
ま
た
演
奏

の
合
間
の
休
憩
時
に
観
客
と
出
演
者

が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
き

な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
は
決
し
て

味
わ
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
に

魅
か
れ
た
観
客
と
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

に
よ
っ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
。

「
町
ぢ
ゅ
う
が
ス
イ
ン
グ
し
て
い

る
」
と
い
う
名
言
が
生
み
出
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
に
は
、
「
関
西
に
は
熱

心
な
フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
い
て
、
心

か
ら
演
奏
に
耳
を
傾
け
る
か
ら
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
納
得
の
い
く
プ
レ

イ
が
で
き
る
」
（
関
係
者
）
と
い
う

土
地
柄
と
関
西
人
の
ジ
ャ
ズ
へ
の
思

い
入
れ
が
背
景
に
あ
る
。

全
国
的
に
も
世
界
的
に
も
知
ら
れ

会員制レストラン

噸$ 配L 、唖ＣＬＵＢ
カサブランカクラプ

Z J C ℃タッペン･ ジホ2 ズー Z ンヴート
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る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

″
ジ
ャ
ズ
発
祥
の
地
・
神
戸
″
に
ふ
さ

わ
し
い
熱
い
演
奏
に
期
待
し
た
い
。

今
生
‐
は
神
戸
外
国
倶
楽
部
、
Ｎ
Ｈ

ノ、

Ｋ
神
戸
放
送
局
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ソ

ネ
、
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
、
サ
ン
ト
ノ
ー

レ
、
サ
テ
ン
ド
ー
ル
、
異
人
館
倶
楽

部
パ
ー
ト
Ⅱ
、
神
戸
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
、
北
野
異
人
坂
、
Ｙ
・
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
、

ビ
ッ
グ
・
ア
ッ
プ
ル
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
Ｏ
の
超
会
場

で
両
日
と
も
正
午
か
ら
午
後
５
時
ま

で
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
る
。

つ
け
て
い
れ
ば
各
会
場
に
フ
リ
ー

パ
ス
で
入
れ
る
ワ
ッ
ペ
ン
は
、
１
日

券
３
０
９
０
円
（
当
日
券
３
６
０
０

円
）
、
両
日
券
５
６
６
０
円
（
前
売

の
み
）
。

主
な
出
演
者
は
北
村
英
治
、
秋
満

義
孝
、
尾
田
悟
、
光
井
章
夫
、
今
田
勝
、

ド
ー
リ
ー
・
ベ
ー
カ
ー
、
高
岡
け
い

子
、
辛
島
す
み
子
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
・
ラ
ス
カ
ル
ズ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ラ

ッ
シ
ュ
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド
な
ど
。

ま
た
特
別
出
演
と
し
て
ア
メ
リ
カ

よ
り
ピ
ル
・
ベ
イ
リ
ー
、
ボ
ブ
・
マ

ー
フ
イ
ー
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ

り
ジ
ェ
フ
・
ブ
ル
と
オ
リ
ン
ピ
ア
バ

ン
ド
が
参
加
す
る
。

、〆
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謬
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浮
鳶
夢
亨
要
鳶
，
＃
，
誉
＃
唐
．
爵

さんちか
２５周年

錐
畿
畿
鐙
畿
畿
銀
畿
畿

畿
錨
畿
金
蛾
蛾
錐
錐
畿

' 9 0 秋～冬の
最新' 情報

ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
の
キ
ビ
キ
ビ

し
た
仕
草
に
、
や
わ
ら
か
な
女
ら
し
さ

を
添
え
て
、
加
代
前
半
の
Ｏ
Ｌ
の
方
に

人
気
の
ウ
サ
ギ
屋
で
す
。
流
行
を
さ
り

気
な
く
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
気

取
ら
ず
着
易
さ
が
魅
力
。
愛
ら
し
さ
の

あ
る
エ
レ
ガ
ン
ス
で
、
着
こ
な
し
の
楽

し
さ
を
広
げ
ま
す
。
通
勤
に
は
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
な
あ
な
た
を
演
出
し
、
お
酒
落

し
て
の
遊
び
着
に
は
、
女
ら
し
い
ソ
フ

ト
な
ラ
イ
ン
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

今
年
の
秋
は
、
活
動
的
な
中
に
揺
れ

る
魅
力
を
か
も
し
出
す
、
フ
レ
ア
パ
ン

ッ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
お
奨
め
で
す
。

プ
ラ
イ
ス
も
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
で
す
ノ
．

。
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト

・
宮
３
９
１
１
２
０
５
６

ざ

的

懲
嘗職静響簿瀞､騨譲難警鶴

鯵識鱗

F r e s h な魅力いっぱいの' 情報
盛りだくさんに集めてみました。

三宮駅からすぐのさんちかは
この秋、２５年目を迎えました。

ア
ッ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ネ
ク
タ
イ
、
靴
下
ま
で

揃
え
て
い
ま
す
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
に
又

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
つ
も
と
少
し
違
っ
た
雰
囲
気
に
し

て
み
た
い
時
、
オ
フ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
い
時
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
に
決
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
ウ
ィ
ン
ド
ー
で
気
に
入
っ
た

一
点
が
目
に
止
ま
っ
た
ら
、
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

贈
り
物
に
も
喜
こ
ば
れ
ま
す
。

・
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト

・
宮
３
９
１
１
３
８
２
７

ウ
サ
ギ
屋

潮
箪
潮
騒
簿
蕊
欝
謬
諺
騨
篭
・
篭
増
勢
幣
拶
瀞

零
・
簿
零
群
簿
謬
零
曾
謬
篭
謬
蝉
鞍
簿
謬
管
轄
零蝉

わ

シ
ニ
ア
の
紳
士
に
、
リ
リ
ア
ン
が
お

奨
め
す
る
の
は
、
ラ
フ
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

に
絹
の
シ
ャ
ツ
。
経
験
を
積
ん
だ
紳
士

だ
か
ら
こ
そ
着
こ
な
せ
る
、
そ
ん
な
フ

婦
人
洋
品

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
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ob
e-k
ob
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.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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p:/
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ec
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m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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e-k
ob
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m

神戸
っ子
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ブ
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e-k
ob
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.co
m



ケ
ン
ゾ
ー
、
モ
ス
キ
ー
ノ
、
ド
ー
ラ

ン
シ
ャ
な
ど
高
級
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
中

心
に
、
選
ぶ
の
に
困
っ
て
し
ま
う
く
ら

い
沢
山
の
品
数
で
す
。
今
秋
は
ゴ
ー
ル

ド
が
決
め
手
。
キ
ラ
リ
と
セ
ン
ス
が
光

り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
か
ら
ミ
セ
ス
ま

で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト
の
入
口
と
あ

っ
て
毎
日
で
も
気
軽
に
寄
れ
る
お
店
。

総
畿
熟
鶏
織
禽
鑑
鼻
蕊
鍵

撫
鍵
為
鍵
鶴
禽
鎚
侭
患

懲
翁
錫
磯
患
懲
鍵
舞
鶴
蕊

§
患
塾
鵜
幣
患
欝
愚
息

化
粧
品

締
鱒
議
議
蝋

竜
愚
患
鳶
患
農
患
蕊
悪

禽
鍵
鵠
鍵
熱
騨
懲
撚
畿

蝉
撫
錫
磯
蝿
撚
蝿
露
齢
‐

さ
り
気
な
く
、
シ
ャ
イ
な
あ
な
た
を

演
出
す
る
『
デ
ー
ト
」
。
良
い
も
の
が
手

頃
な
プ
ラ
イ
ス
な
の
で
、
幅
広
い
年
代

層
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー
ツ
を

中
心
と
し
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
力
を
入

れ
、
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
、
好
み
に
合
わ
せ
て
親
身

に
な
っ
て
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
秋
の
ス
ー
ツ
は
、
ノ
ー
カ
ラ
ー

で
ス
カ
ー
ト
に
も
ド
レ
ー
プ
を
出
す
新

感
覚
の
デ
ザ
イ
ン
。
色
目
は
、
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
に
決
め
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ

ん
ブ
ラ
ウ
ス
も
品
揃
え
は
豊
富
で
す
。

冬
に
向
か
っ
て
の
コ
ー
ト
は
、
七
分
丈

が
主
流
で
す
。

・
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト

・
雷
３
２
１
１
３
０
２
０

甲汐可

別園

織
鱒
禽
錦
偽

デ
ー
ト

婦
人
洋
品

織翁織婁

鞠
礎
蝿
蕊
鶏
機
蝿
鶏
蝿
蕊
鈴
鰐
掛
鍵
翁

篭
亀
態
為
慰
．
熟
患
製
患
農
謝
患
鞠
患
箪

垂
云
壷
雪

溌掛

患
§
；
＃
患
製
患
慰
感
拶
患
＄
溌
鼻
嘉
蓉
怠
悪
蕊
葱
巌
掻
康
患
息
惑
鼻

金
蕊
鍵
鍛
鋳
巽
金
鍵
鍵
蕊
鵜
総
鵜
識
総
鍵
鍵
鐘
総
織
鍵
録
鰯
鶴
織
織
禽
総
鍵
騨
鎚
繕
織
織
鍵
鋳
鯵
懲
鋒
鍵
識
鶴
繍
幾
織
総
鍵
鍵
嬢
総
鍵

撫
織
鍵
鍵
禽
尭
蝋
・
轟
鍔
蕊
禽
轟
鈴
轟
禽
患
典
錨
鰯
鈴
鼻
侭
懲
掛
趣
鞠

芸
夢
と
い
う
と
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が

有
名
で
す
が
、
洋
服
も
素
敵
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
神
戸
ら
し
さ
を
テ
ー
マ

に
、
上
品
な
大
人
っ
ぽ
さ
を
打
ち
出
し

た
デ
ザ
イ
ン
。
お
呼
ば
れ
に
、
パ
ー
テ

ィ
ー
に
注
目
を
集
め
る
一
着
を
、
こ
の

冬
の
た
め
に
用
意
し
ま
せ
ん
か
。

・
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト

・
雷
３
２
１
１
０
１
５
０

繍掛総畿識箇ﾘ､

患
§
錦
織
鼻
・
鋤
縄

舞
鍵
鐘
蕊
鼻
炎
．
蝿
翁
齢
蝿
鶴
亀
撫

偽
緯
熟
翁
蕊
患
愈
蕊

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ュ
ク
レ
ハ

灘●：
鍔鍵鶴鯖熱

Ⅷ
年
秋
か
ら
冬
の
メ
イ
ク
を
華
や
か

に
演
出
す
る
『
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ク
レ

ｃ
・
資
生
堂
、
コ
ー
セ
ー
、
カ
ネ
ボ

ウ
、
ソ
フ
ィ
ー
ナ
の
４
つ
の
メ
ー
カ
ー

を
揃
え
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
丁

寧
に
、
個
性
に
合
わ
せ
て
助
言
し
て
く

れ
ま
す
。

夏
の
素
肌
の
疲
れ
を
癒
し
て
ホ
ッ
と

ひ
と
息
、
爽
や
か
な
秋
風
の
中
で
個
性

的
な
メ
イ
ク
が
、
ひ
と
き
わ
輝
い
て
見

え
ま
す
。
ク
レ
ハ
で
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
加
月
は
も
う

冬
の
準
備
も
お
忘
れ
な
く
。
素
肌
大
切

に
。・

カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト

・
宮
３
９
１
１
２
８
２
７

Ｐ
Ａ
Ｒ
ｍ
Ⅲ

装
飾
品

鶴鍵鰯翁蝿鍵懇
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嘩
響
翰
謬
零
．
鞭
諺
簿
苧
・
簿
諭
群
輔
殿
鞍
零
零

診
穂
謬
謬
懲
鞍
嘩
謬
等
診
欝
瀞
等
瀞
簿
瀞
鯵

診
壌
群
蝉簿．
鞍

懸
簿
簿
簿

鯵
静

簿
簿
域
謬

、
幣
騨
鞍
縛

謬
鞍
景
藩

§E目幽

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
で
、
エ
レ
ガ
ン

ト
な
カ
フ
ェ
・
現
代
的
で
明
る
く
気
軽

な
雰
囲
気
に
満
ち
、
愉
快
な
会
話
と
笑

い
声
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
コ
ー
ヒ
ー

広
場
で
す
。
シ
ン
プ
ル
＆
エ
レ
ガ
ン
ス

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
大
理
石
を
使
っ
た
店

内
は
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
落
ち
着
き
が
あ

り
、
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し
て
ガ
ラ
ス
張

り
な
の
で
外
か
ら
も
内
か
ら
も
よ
く
見

え
、
パ
リ
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
よ
う
。

こ
の
秋
か
ら
、
き
の
こ
と
ハ
ム
の
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
季
節
の
バ
バ
ロ
ア
、

ロ
イ
ヤ
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
ゼ
リ
ー
等

が
メ
ニ
ュ
ー
に
新
し
く
加
わ
り
ま
す
。

是
非
、
お
試
し
あ
れ
。

・
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ト

・
密
３
９
１
１
５
６
７
７

フ
ァ
ミ
リ
ア

蝉
》
瀞
診職誕

鞭
蝉零罰

零
診嘩幸

翠
簿零一

富
，

鞍
簿
鞭
蝉
謬

溌
簿
謬
簿
鞍

零
諺
・
弾
顎
簿

？
＃
§
す
？

布
と
布
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
布
の
も

つ
風
合
と
、
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
組

合
せ
が
大
切
で
す
。

美
し
い
大
人
の
装
い
は
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
な
着
こ
な
し
の
良
さ
の
中
に
、
着

る
人
の
デ
リ
カ
シ
ー
が
漂
う
も
の
。
お

零
欝
鞍
簿
謬

霧
難
簿
霞
鞭
欝
織
零
箪

Ｕ
Ｃ
Ｃ

識蕊鰯駕蕊溌

カ
フ
ェ
ブ
ラ
ザ

喫
茶

需
譲
灘

零
鞍
舗
等
噌
嬢
．
零
響
零
響
零
鞭
餓
欝
零
簿
鞍
・
蝉
蛎
鮮
静
瀞

噸
騨
憩
謬
零
琴
懲
蟻
曹
零
嘩
瀞
響
零
篭
霧
蒲
謬
篭
零
管
診

零
鯵
鞍
静
騨
零
謬
舗
瀞
翰
勢
零
鮮
憩
零
謬
響
雑
瀞
藩
零
謬

爵
，
零
９
章
霞
＃
拶
診
脅
景
＃
零
，
勢
穿
争
誓
曾
夢
愈
、
雷

巳

ア
ウ
ト
ド
ア
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ

子
供
達
に
は
、
動
き
易
さ
が
一
番
。
さ

ん
ち
か
の
『
フ
ァ
ミ
リ
ア
』
は
、
ト
ド
ラ

サ
イ
ズ
（
伽
ｍ
ま
で
）
を
中
心
に
揃
え

て
い
ま
す
。
こ
の
秋
冬
は
、
大
自
然
に

飛
び
出
し
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル
＆
ワ
イ
ル
ド

な
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

如
月
⑲
日
か
ら
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ブ
ル

ゾ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
す
。

お
祝
い
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
最
も
喜

ば
れ
る
品
の
数
々
・
フ
プ
ミ
ち
ゃ
ん
、

リ
ア
ち
ゃ
ん
を
始
め
フ
ァ
ン
シ
ー
グ
ッ

ズ
も
と
り
ど
り
に
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の

Ｓ
ｅ
Ｙ
１
は
木
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
て

く
れ
る
玩
具
で
す
。

・
ホ
ー
ム
＆
ラ
イ
フ

・
電
３
９
１
１
２
２
２
８

騨謬

鯉離籍｡．

コ
マ
ツ
ヤ

婦
人
服
地
・
服
飾

譲
灘
鱗
》

し
ゃ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
を
つ
め
ば
つ
む
ほ

ど
、
装
い
は
シ
ン
プ
ル
な
表
情
と
さ
り

げ
な
く
着
る
人
の
等
身
大
の
内
面
を
伝

え
ま
す
。
美
し
い
も
の
は
シ
ン
プ
ル
。

最
上
の
も
の
は
シ
ン
プ
ル
。

『
■

最
上
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
求
め
、
気
品
．
，

と
華
や
ぎ
、
心
の
豊
か
さ
を
表
現
し
た

い
。
女
性
の
優
し
さ
、
優
雅
さ
を
大
切

に
。
い
ま
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
出
逢
い
。

・
ホ
ー
ム
＆
ラ
イ
フ

・
密
３
９
１
１
５
２
１
７

鞍
零
零
欝
噸
簿
診
零
鶴
韮

瀞
簿
瀞
簿
瀞
等
診
簿
瀞
簿

勢
鞍
欝
諺
欝
瀞
呼
診
欝
卵

簿
瀞
諺
瀞
輔
鍛
零
・
診
輔
診

露 鋒

ベ
ビ
ー
用
品
子
供
服
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翁
撫
錦
織
錦
繍
総
織
鈴
鍵
鈴
患
鈴
鍵
為
．

轄
撚
惑
尭
鶏
‐
為
患
典
患
金
農
駒
鳥
興
念
晶

騨
拶
鳶
患
蕊
患
鳶
謬

鍵
禽
韓
禽
禽
蝿
錦
縄
慾

羅
鼻
擬
為
擬
曇
操
熱

禽
憩
袋
為
禽
侭
鍵
燃
灸

騨
鍵
為
繕
翁
畿
鈴
畿

掛
蝿
翁
鰯
鎚
翁
懲
幾
盗

癖
蝉
録
鼻
．
蕊
禽
蕊
鈴

石

淘

翁総畿
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
て
小
粋
。

ス
カ
ー
フ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
味

つ
け
で
さ
ら
に
生
き
生
き
と
し
た
着
こ

な
し
が
で
き
ま
す
。
マ
ミ
ー
で
お
買
物

を
し
て
嬉
し
い
の
は
会
員
制
カ
ー
ド
を

発
行
し
て
く
れ
る
こ
と
。
様
女
な
催
し

の
お
知
ら
せ
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
送
っ
て
く
れ
ま
す

さ
あ
こ
の
秋
貴
女
は
何
を
着
ま
す
か
？

・
ロ
ー
ザ
ア
ベ
ニ
ュ
ー

・
雷
３
２
１
１
１
３
５
８

こ
の
秋
の
ベ
ニ
ヤ
の
テ
ー
マ
は
〃
ナ

チ
ュ
ラ
ル
エ
レ
ガ
ン
ス
〃
・
エ
レ
ガ
ン
ス

で
タ
ウ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
を
中
心
と
し
た

品
揃
え
。
楽
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
単
品
も

多
数
品
揃
え
さ
れ
て
い
ま
す
。
色
合
い

は
明
る
く
、
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
使
い
の
も

の
や
サ
ン
ド
ウ
オ
ッ
シ
ュ
の
シ
ル
ク
な

ど
素
材
の
柔
ら
か
さ
を
生
か
し
た
製
品

が
多
い
。
特
に
ベ
ー
ー
ャ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
は
、
シ
ル
ク
プ
ラ
ウ
ス
が
２
万
円
前

後
。
カ
シ
ミ
ア
、
シ
ル
ク
混
の
セ
ー
タ

な
ど
海
外
直
輸
入
な
の
で
お
値
段
も
お

翁斜灸轟翁翁錦織翁．蕊鶴箪隷:●

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
か
ら
ミ
セ
ス
を
対
象

と
し
た
お
店
。
ニ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
が
お
奨
め
。
今
年
の

秋
の
流
行
は
新
鮮
な
オ
レ
ン
ジ
系
レ
ッ

ド
・
ト
ー
ン
の
カ
ラ
ー
と
賛
沢
な
装
飾

性
の
あ
る
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
モ
チ
ー
フ
。

‐
手
ご
ろ
。
又
新
合
繊
を
素
材
に
し
た

も
の
も
個
性
的
。
ベ
ニ
ヤ
Ｊ
Ｃ
Ｂ
提
携

カ
ー
ド
は
と
て
も
便
利
と
好
評
で
す
。

・
ロ
ー
ザ
ア
ベ
ニ
ュ
ー

・
雷
３
２
１
１
２
６
７
８

店
内
に
入
る
と
目
を
奪
わ
れ
る
の
が

サ
ン
リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
製
品
。
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
ス
ト
ア

マ
ミ
ー

婦
人
用
品

蕊鈴鍵総鍵．＃

サ
ン
ス
ト
ア

惑
騨
患
患
鞍
謬
患
簿
息
＃
患
＃
＃
患
ｆ

撫
鐸
蝿
鶏
金
銭
偽
錦
繍
舞
禽
畿
禽
曇
織
総

轟
鍵
鈴
織
患
磯
偽
畿
灸
鯵
鈴
翁
鶴
鍵
翁

総
翁
溌
翁
鍵
駒
畿
翁
・
銭
鍔
鍵
齢
錨
掛
畿
鰹

も
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
お
店
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
は
輸
入
品
の
動
物
の
置
き
物
。

世
界
中
か
ら
集
め
た
も
の
で
、
木
製
、
土

製
、
ガ
ラ
ス
製
と
二
百
種
類
に
も
の
ぼ

り
、
神
戸
な
ら
で
は
の
グ
ッ
ズ
と
い
え

ま
す
。
神
戸
の
お
土
産
に
ぴ
っ
た
り
。

男
性
に
は
デ
ジ
タ
ル
時
計
が
３
千
円
Ｉ

２
万
円
位
で
あ
り
ま
す
。
ダ
ル
タ
ニ
ア

ン
、
シ
ヤ
ル
ル
ホ
ー
ケ
ル
な
ど
。
女
性

に
は
イ
タ
リ
ー
製
の
ゴ
ー
ル
ド
の
ネ
ッ

ク
レ
ス
が
１
万
円
１
５
万
円
く
ら
い
。

お
そ
ろ
い
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
贈
答
品
に
も
最
適
。

・
ロ
ー
ザ
ベ
ニ
ュ
ー

・
唇
３
９
１
１
５
５
６
４

患
息
葱
患
簿
蕊
患
蕊
患
蕊
彦
患

鶴
灸
鯵
．
灸
騨
鍵
禽
鍵
慾
鍵
鯵
鍵

金
蝿
鞠
鍵
鶴
斜
翁
磯
幾
擬
翁
礎

轟
禽
鈴
禽
鍵
懲
侭
・
為
鍵
鎚
灸
懲

ベ
ニ
ヤ

鱗
織
総
鍵
禽
蝋
織
雫
鍋
繊
織
識
偽
織
織
鍵

掛
鼻
鍵
翁
禽
灸
鶴
鈎
為
鋒

総鼻擬鍵鼻鼻鍔愈愚鶴蕊鼻

鶴
亨灘鍵璽熱学織箪‘

婦
人
洋
品
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神
戸
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
や
っ
て
く
る

と
き
／
ｎ
月
釦
日
（
金

と
こ
ろ
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

八
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＆
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ワ
ル

ツ
Ｖ
の
コ
ン
サ
ー
ト
へ
、
抽
選
で
柳
組

を
ご
招
待
。

。
第
２
回
さ
ん
ち
か

レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
会

た
の
し
さ
を
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
し
よ
う

と
き
／
ｎ
月
６
日
（
火
）

と
こ
ろ
／
妙
見
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

憩
う

募
集
人
員
／
加
名

参
加
費
／
１
２
０
０
０
円

ハ
ワ
イ
旅
行
●
ヘ
ア
ご
招
待
ほ
か
、
豪
華

な
賞
品
が
沢
山
。

鯛･ 蕊●；
爵静瀞．●瀞管
轄零舗零騨篭

今
ヤ
ン
グ
に
人
気
の
商
品
は
ふ
ち
な

し
。
ト
リ
イ
ユ
キ
、
ゴ
ル
チ
ュ
、
ジ
キ

ル
ア
ン
Ｋ
ハ
イ
ド
が
２
万
円
前
後
、
ソ

ニ
ア
リ
キ
エ
ル
が
２
万
８
千
円
位
と
お

値
段
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
コ
ン
タ
ク
ト

は
メ
ー
ヨ
ン
の
Ｅ
Ｘ
が
長
時
間
使
え
る

の
で
お
奨
め
品
。
マ
ダ
ム
に
流
行
し
て

い
る
の
は
ア
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
ラ
ン
バ

ン
、
ホ
ヤ
、
エ
レ
ガ
ン
ス
な
ど
で
７
万

か
ら
加
万
く
ら
い
。
紳
士
用
は
チ
タ
ン

を
使
っ
た
も
の
で
ダ
ン
ヒ
ル
、
バ
レ
ン

チ
ノ
ガ
ラ
バ
ー
ニ
、
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
な

ど
。
こ
の
お
店
は
販
売
だ
け
で
な
く
型

直
し
、
ね
じ
入
れ
も
し
て
く
れ
る
の
で

と
て
も
親
切
だ
と
定
評
が
あ
り
ま
す
。

・
ロ
ー
ザ
ァ
ベ
ニ
ュ
ー

・
雷
３
９
１
１
１
８
７
４

さ
ん
ち
か
イ
ベ
ン
ト
情
報

面 謬
篭零

騨
鞍

公
開
録
音
自
主
企
画
番
組

譲
零
鞭
蝉

瀞
響
職
馨
瀞

欝
譲
零
繕

，
夢
欝
＃
掌

と
き
／
加
月
娼
日
（
木
）
←
配
日
（
火
）

主
催
／
兵
庫
県
写
真
作
家
協
会

、
サ
ン
ス
ト
ア
名
物
〃
我
楽
多
市
″

と
き
／
如
月
妬
日
（
木
）
←
釦
日
（
火
）

主
催
／
サ
ン
ス
ト
ァ

霜
、
§
輔
篭
噌

神
戸
眼
鏡
院

凸

霞隷鶴議

i灘
鳶職謬鞭簿･零鞭謬溺響嘩

眼
鏡
。
光
学
器

唖

零
犠
や
瀞
零
謬
零
響
零
瀞
噛
轡
準
蝶
零
響
轄
零
騨
・
霧
輔
欝
簿
鮮
零
傘

響
韓
欝
簿
齢
零
輔
簿
鞍
轍
鞍
診
瀞
難
謬
瀞
響
謬
嘩
瀞
欝
翰
謬
瀞
静

簿
嘩
鞭
零
謬
欝
瀞
舗
鞍
零
謬
嘩
瀞
輔
響
簿
瀞
諺
簿
零
欝
簿
欝
瀞
零
鐸

ま
．
＃
＃
＃
掌
２
，
蝉
章
浄
箪
§
ず
，
，
鳶
騨
零
曾
夢
署
＃
＃
，
，

、
蕊
、
葱
噸
篭
、

零
霧
嘩
零
憩
謬
鞍

さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

，
さ
ん
ち
か
ウ
キ
ウ
キ
ク
ラ
ブ

さ
ん
ち
か
発
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
ジ
オ
マ

ガ
ジ
ン
ノ
．

と
き
／
加
月
即
日
（
土
）

Ｐ
Ｍ
３
時
１
５
時

司
会
／
笑
福
亭
三
喬

ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
森
村
あ
す
か

縄鯵溌響蝉鞭欝

も

・
安
井
賞
受
賞
作
家
４
人
展

と
き
／
９
月
”
日
（
木
）
加
月
加
日
（
祝
）

主
催
／
神
戸
新
聞
社
・
側
神
戸
市
民
文

化
振
興
財
団
・
さ
ん
ち
か

・
市
民
健
康
ひ
ろ
ば

と
き
／
加
月
姐
日
（
金
）
←
蛸
日
（
火
）

主
催
／
神
戸
市
衛
生
局

・
兵
庫
県
写
真
作
家
協
会
会
員
展

、
勢
篭
馨
欝
潔
篭
輔
舗
惑

瀞
欝
瀞
管
繁
簿
驚
響
診
零

簿
聴
舗
華
輔
零
鍔
診
欝
酔

離
騨
篭
繋
縛
燕
簿
輔
管
診

，
さ
ん
ち
か
鯛
ス
ペ
シ
ャ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

嘩謬零

箪
弾
噂
・
熟
慰
零
、
簿

静
瀞
簿
難
欝
拶
響

、
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
の
残
影
展

と
き
／
９
月
”
且
木
）
←
加
月
皿
日
（
祝
一

主
催
／
神
戸
新
聞
社
・
共
同
通
信
社
。

さ
ん
ち
か

・
第
７
回
あ
ゆ
み
写
真
展

と
き
／
加
月
哩
日
（
金
）
←
晦
日
（
火
）

主
催
／
あ
ゆ
み
写
友
会

。
十
周
年
記
念
こ
こ
ろ
の
書
展

と
き
／
如
月
焔
日
（
木
）
←
調
日
（
火
）

主
催
／
書
友
会

・
兵
庫
版
画
同
好
会
加
年
の
あ
ゆ
み
展

と
き
／
如
月
妬
日
（
木
）
←
訓
日
（
火
）

主
催
／
兵
庫
版
画
同
好
会
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ポーアイ文化祭
ポートアイランドにある企業のイベントスペー
スを使い、地域文化の向上と、新鋭アーテゴスト
の作品発表・人材育成の場として過去２回開催｡ “
コンセプトは“生活の中に溶け込んだ形のアー
ト" ・特別なもＩのではなく、自由な感じで市民が気
軽に集まり､ 参加できるイベ蕊ドを目指している。
蕊縛
主催■ポーアイ文ｲ ﾋ 祭実行委員会

第３回六一ｱｲ文化祭
Ｉ吻蝿｡ 雪此･ ”③

（AM10:00～PM5:00）
会場＞神戸ファッションタウン内
アート展
・コスモポリタン製菓・ユーハイム
絵画、彫刻、版画、書、陶芸、ステンドグラス他
趣味の作品展
●シャルレ１Ｆ
一般公募作品展” 。‘箪顎驚溺
ファッションタウン企業職員作品ｗ蕊蕊欝霞
〔特別コーナー〕
ポートライナー・六甲ライナー
写真コンクール優秀作品展
アールデコ1 9 2 0 年代展
アール・デコのポスターと
ルネ。ラリック
●シヤルレ地下( 入場料: 5 0 0 円）
ポーアイ文化祭コンサート
●ジーベックホール
（入場料:2800円）
羅清水クラシックコンサート
10月21日(H）PMI:00～PM2:3O
宇野ゆう子シャンソンコンサート
1 0月2 1日佃）ＰM 3 : 3 0～P M 5 : 0０“

事務局ＴＥＬ0 7 8 . 2 5 1 . 3 0 8 0
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１
１３６
１

？

「
シ
の
エ
一
○
三

品
ク
リ
ッ
ッ
ィ
ア

珊
秋
冬
物
に
注
目

今
、
若
い
人
か
ら
大
人
の
女

性
ま
で
幅
広
く
注
目
を
浴
び
て

い
る
ク
リ
ッ
ッ
イ
ア
。
今
季
の

テ
ー
マ
は
〃
白
馬
と
天
使
″
で

上
質
の
セ
ー
タ
ー
に
美
し
く
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
調
で
描
か
れ
て
い

る
。
色
調
は
ベ
ー
ジ
ュ
、
ブ
ラ

ウ
ン
な
ど
の
シ
ッ
ク
な
色
あ
い

に
少
し
明
る
め
の
色
が
プ
ラ
ス

さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
洗
練
さ
れ
鶴

大人の装い

た
配
色
。
サ
ノ
ヘ
で
は
１
階
が

ク
リ
ッ
ッ
イ
ア
オ
ン
リ
ー
シ
ョ

ッ
プ
で
Ｐ
０
．
１
，
Ｋ
Ｊ
、
等
の

ア
イ
テ
ム
が
充
実
し
て
い
る
。

こ
の
季
節
は
イ
タ
リ
ァ
ン
で
。

密
３
３
１
．
‐
４
７
０
７

○
で
、
二

糸
器
に
盛
ら
れ
た
季
節
の
味
を

楽
し
み
た
い
人
へ

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
ー

階
に
〃
京
都
風
流
八
寓
騎
″
が

開
店
し
た
。
娼
前
の
由
来
は
江

戸
の
粋
（
イ
キ
）
と
京
の
粋
（
ス

イ
）
を
兼
ね
備
え
た
心
が
ま
え季節の味とおしゃれに

の
店
と
い
う
こ
と
か
ら
だ
そ

う
。
お
昼
は
オ
フ
ィ
ス
勤
め
の

人
を
対
象
に
手
打
ち
う
ど
ん
や

定
食
等
の
手
軽
な
お
食
事
処
で

夜
は
居
酒
屋
風
。
海
の
幸
、
山

の
幸
で
そ
の
季
節
の
旬
の
味
を

楽
し
め
る
。
一
品
￥
３
０
０
１

１
，
２
０
０
円
。

客
３
０
３
１
５
５
５
５

三
ｍ
三
一
の

単
２
周
年
を
迎
え
て

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
が
９
月
調
日
に
２
周
年
を
迎

え
た
。
記
念
行
事
と
し
て
９
月

酌
日
（
土
）
よ
り
１
カ
月
の
レ
ス

ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。

弱
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
シ
ュ
ー

ル
レ
ゼ
ー
ル
″
で
は
西
久
保
料

理
長
の
洗
練
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
気
軽
に
味
わ
え
る
デ
ジ新神戸の顔に

ユ
ネ
（
ラ
ン
チ
）
や
松
茸
な
ど

旬
の
素
材
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
ー
ス
を
予
定
。
デ
ジ

ュ
ネ
は
群
５
，
０
０
０
．

４
階
の
テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
・

パ
サ
ー
ジ
ュ
で
は
７
種
類
の
紅

茶
の
中
か
ら
お
好
み
の
紅
茶
を

選
べ
る
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
￥
１
，

０
０
０
を
予
定
。
ホ
テ
ル
特
製

ケ
ー
キ
を
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
い

た
い
。日

本
料
理
の
「
生
野
」
・
京

料
理
「
た
ん
熊
」
・
鉄
板
焼
「
北

野
」
・
寿
司
「
明
石
菊
水
」
の

４
店
で
は
日
本
の
銘
酒
フ
ェ
ア

を
開
催
。
秋
の
味
覚
と
共
に
美

味
し
い
お
酒
を
ど
う
ぞ
。

密
２
９
１
１
１
１
２
１
（
代
）

詞
ｍ
ｚ
ｍ
ミ
ア
Ｆ

品
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
が
新
し
く

な
っ
て
オ
ー
プ
ン

国
際
会
館
１
階
の
セ
ン
ス
の

良
い
毛
皮
ブ
テ
ィ
ッ
〃
ペ
ニ
ー

毛
皮
店
″
が
９
月
１
日
（
金
）

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
落
ち
着
い
た

ム
ー
ド
の
店
内
に
顧
客
の
方
々蕊これからもよろしく

が
訪
れ
て
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

毛
皮
と
い
え
ば
そ
の
高
級
感

か
ら
マ
ダ
ム
だ
け
の
も
の
と
連

想
し
が
ち
だ
け
れ
ど
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
ブ
ル
ゾ
ン
や
、
部
分
使

い
の
フ
ァ
ー
で
加
代
や
加
代
の

若
い
層
に
も
お
客
さ
ん
が
増
え

て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
ジ
ー

ン
ズ
に
ラ
フ
な
感
覚
で
毛
皮
の

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ト
を
合
わ
せ
た

り
、
小
物
に
使
う
な
ど
日
常
っ

ぽ
く
着
て
し
ま
う
の
が
素
敵
。

も
ち
ろ
ん
豪
華
な
ミ
ン
ク
の
コ

ー
ト
も
幅
広
く
そ
ろ
っ
て
い
る

の
で
の
ぞ
い
て
み
て
は
。
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
も
入
荷
中
。

⑧
２
２
１
‐
・
３
３
２
７

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
３７
１

三
ｍ
言
い

晶
本
高
砂
屋
の
新
社
屋
が

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に

９
月
４
日
（
火
）
に
本
高
砂

屋
の
新
社
屋
が
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
に
完
成
し
た
。
総
務
・

研
究
室
・
流
通
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
一
堂
に
集
ま
り
、
新
し

い
本
高
砂
屋
の
中
枢
と
し
て

活
動
を
始
め
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
商
砂
会
事

務
局
・
高
砂
会
倶
楽
部
も
元

町
か
ら
同
ピ
ル
に
移
転
。
書

道
な
ど
の
各
教
室
も
新
本
社

ピ
ル
内
で
行
わ
れ
る
。
ま
す

ま
す
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
発
展
さ
せ
て
い

く
と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト

の
一
つ
。

新
住
所
神
戸
市
東
灘
区
向

洋
町
西
５
丁
目

画
０
７
８
１
８
５
７
１
３
３

２
９

哩嶺X X n 『
○
で
一
○
②

ル
を
ひ
ら
く
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
烏
馴
誹
株

式
会
社
よ
り
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
チ
ョ
コ
カ

に
新
発
売
さ
れ
た
。

熱
繍
繍
灘
》
》
》

識
繍
鱗
繍
欝

コ
ー
ヒ
ー
の
ふ
く
よ
か
な
香
り
に

チ
ョ
コ
レ
；
卜
の
甘
い
ソ
レ
ー
バ

ー
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
新
し
い
味
。

魂
在
、
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
レ
ー
バ

．
‐
コ
ー
ヒ
ー
が
人
気
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
コ
ー
起
Ｉ
の
豆
に
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
や
ナ
ッ
ツ
等
の
フ
レ

ー
バ
ー
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
香
り
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
む
飲
み
物
の

こ
と
。
そ
の
中
で
も
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
フ
レ
ー
バ
は
特
に
人
気
が
あ
る

と
い
う
。
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
コ
ア
ド
リ

ン
ク
」
は
良
筑
の
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ

ー
を
使
用
し
た
コ
ク
の
あ
る
味
。

冬
は
あ
た
た
め
て
、
夏
は
冷
や
し

て
楽
し
め
る
。

ま
た
、
昨
年
２
月
発
売
以
来
好

評
を
得
て
い
る
Ⅶ
ア
ロ
マ
・
ジ
長

も
刑
Ｕ
Ｃ
Ｃ
香
り
の
ア
ロ
マ
ー
ジ

ュ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
リ
ー
官
Ｉ
ア

ル
し
一
段
と
お
い
し
く
な
っ
た
。

リジナルテレフォンカードをプ
レゼントします。当選された方
はセリザワセンターー街にてお引
き替えいたしまｊ･ ･
秋の新作ファブションをお楽
しみ下さい。

一
驚
蕊
》

》
識
酎
立
Ｔ
ｍ
症
凱
皿
推
雌
睦

ザ

P E O P L E ＜8 2 ＞
鞠鷺．．，……鴬…理．≦堅一

．A…Ｒ２魂識鐸粥怒雫､画

ｒ蝉轄麗一鶏

鍵蝉集

‘』だ蟻
＃

…。JⅥ’
獣

蕊
噌
識
識
戦
懸
‐
迩
篭
一

鰹
諏
郵
密
港
需
漆
坤
燕
蝉
榊
錨
呼
獅
洲

③みなさん気軽にのぞいて下さい。
橋本福美さんくベニー毛皮店＞

懲醗
識閲

§雛》
‘篭
部職
闘農
朗呼

剛:鴬
議
ﾒ ｯ Ｍ１

：；ｆ
鍔騨塾

軸
型
鑑

ペニー毛皮店に入社されて1 0 年という
橋本さんは、スラリとした長身が宝塚の
男役みたいなボーイッシュな方。さっぱ
りした気さくな人柄の女性です。もとは
保母さんだったという意外な経歴の持ち
主。「改装してリフレッシュされたペニ
ーをこれからもよろしくお願いします｡ 」
とにっこり。

溌
陰
淑

…
鱗
…
鴎
；

…

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

▽
応
募
方
法
⑥
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
薩
東
町

叩
‐
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
‐
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
、
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
蕊
香
を
発
送
、
葉
脊
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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雲
あ
る
。
こ

』
の
戯
曲
の

麺
美
し
い
言

ｒラ
葉
を
そ
の

諮
ま
ま
に
、

凹
伊
玖
磨

園
《
具

☆
Ｎ
Ｙ
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
の

妖
し
き
怪
人

当
日
５
０
０
０
円
、
前
売
り
４
５
０
０
円

か
つ
て
、
今
は
亡
き
ア
ン
デ

イ
。
ウ
ォ
ー
ホ
ル
や
ク
ラ
ウ
ス
．

ノ
ミ
と
と
も
に
Ｎ
Ｙ
の
ア
ン
ダ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ー
ン
に
君
臨

し
た
ジ
ョ
ー
イ
・
ア
リ
ア
ス
。

妖
し
く
セ
ク
シ
ー
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
沸

か
せ
、
地
下
世
界
に
か
ぐ
わ
し

い
毒
の
花
を
咲
か
せ
て
き
た
彼

は
、
友
人
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
死
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
音
楽
活
動

を
開
始
し
た
。

彼
の
ハ
ス
キ
ー
な
歌
声
は
、

限
り
な
い
哀
し
み
と
優
し
さ
を

込
め
て
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
華

や
か
さ
と
そ
の
裏
に
潜
む
美
の

世
界
を
垣
間
見
せ
る
。
ゾ
ク
ッ

と
す
る
よ
う
な
ス
ロ
ー
ナ
ン
バ

ー
か
ら
刺
激
的
な
サ
ル
サ
、
ハ

ウ
ス
サ
ウ
ン
ド
ま
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
演
奏
を
披
露
し

て
く
れ
そ
う
だ
。

☆
オ
ペ
ラ
夕
鶴

棚
月
３
日
（
土
）
旭
時
釦
分
路
液
神
戸
文

縦

上

Ｊｑアリアス

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
一
般
３
６
０
０
円

学
生
１
８
０
０
円

こ
の
秋
の
オ
ペ
ラ
は
上
演
５

０
０
回
を
数
え
、
ま
す
ま
す
冴

え
る
「
夕
鶴
」
で
あ
る
。

「
夕
鶴
」
は
よ
く
ご
存
じ
の

「
鶴
の
恩
返
し
」
を
モ
チ
ー
フ

に
木
下
順
二
が
書
い
た
戯
曲
で

の
曲
と
鈴
木
敬
介
の
演
出
が
幻

想
的
な
舞
台
を
作
り
あ
げ
て
い

る
。本

公
演
で
は
東
京
公
演
同
様

指
揮
に
凹
伊
玖
磨
を
迎
え
、
つ

う
役
の
豊
田
喜
代
美
、
与
ひ
ょ

う
役
の
永
田
峰
雄
他
、
実
力
派

揃
い
の
配
役
と
な
っ
て
い
る
。

”
搾
怨
岬
哩
演
劇

☆
ウ
ィ
ン
ナ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
の

最
高
傑
作
、
こ
う
も
り

如
月
旧
日
（
土
）
把
時
、
Ｍ
日
（
日
）
Ｍ

時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
Ｓ
席

６
０
０
０
円
Ａ
席
５
０
０
０
円
Ｂ
席

４
０
０
０
円
Ｃ
席
２
０
０
０
円

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
一
元
祖
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
の
魅
力
と
は
…
…
？

楽
し
く
、
面
白
く
、
何
よ
り
も

メ
ロ
デ
ィ
が
美
し
い
。
オ
ペ
レ

ッ
タ
は
メ
ロ
デ
ィ
の
宝
庫
で
あ

る
。
夢
の
よ
う
な
ウ
ィ
ン
ナ
。

ぎ

蝿
胃霞踊子型晶八ＹＷﾐ 織融

ム
誌
の
画
家

や
麺
た
ち
を

、
説
刺
激
し

ナ
た
。
同

”
時
代
の

＝

る
。
八
こ
う
も
り
Ｖ
は
ワ
ル
ツ

王
ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
傑

作
で
、
今
回
の
公
演
は
演
出
に

寺
崎
裕
則
氏
、
指
揮
に
武
田
博

之
氏
、
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
の
演
奏
。
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
に
笠
井
幹
夫
、
松
本

幸
三
、
ロ
ザ
リ
ン
デ
に
反
橋
恵

子
、
垣
花
洋
子
、
ア
デ
ー
レ
に

平
野
顕
子
、
馬
場
啓
子
、
ア
イ

ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
保
坂
博
光

伊
藤
富
次
郎
と
、
豪
華
な
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
初
秋
に
楽
し
い
一

夜
を
お
く
れ
そ
う
だ
。

☆
南
ア
フ
リ
カ
民
族
の
パ
ワ
ー

昨
裂
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
ア
マ
ン
ド
ラ

⑩
月
あ
日
（
木
）
畑
時
犯
分
開
演
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
Ａ
席
６
０
０
０
円

Ｂ
席
５
０
０
０
円

世
界
を
感
動
で
揺
る
が
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
カ
ル
チ
ャ

ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
は
自
由
の
南
ア
フ
リ

カ
を
め
ざ
す
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
シ
ョ
ー
で
、
多
様
で
豊
か

な
南
ア
民
衆
音
楽
の
真
髄
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
内
容
の
ほ

と
ん
ど
が
日
本
初
公
開
で
あ

ツ
ス
ル
と
よ
ば
れ
る
都
市
の
裏

町
か
ら
う
ま
れ
た
縦
笛
、
世
界

的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ョ
ナ
ス

・
グ
ワ
ン
グ
ワ
の
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
が
共
演
す
る
ジ
ャ
ズ
な
ど
、

豊
か
な
南
ア
の
黒
人
音
楽
の
す

べ
て
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

，
当
一
一
一
一
美
術

☆
印
象
派
ｌ
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
絵
画
展

ｌ
ル
ノ
ワ
ー
ル
か
ら
バ
ー
マ

ン
ま
で
１

ｍ
月
加
日
（
祝
）
ｌ
Ⅲ
月
Ⅲ
日
（
日
）
兵
庫
県

立
近
代
美
術
館
一
般
１
０
０
０
円
大

高
生
７
０
０
円
中
小
生
４
０
０
円

四
世
紀
後
半
、
フ
ラ
ン
ス
で

個
性
的
な
画
家
た
ち
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
印
象
派
の
絵
画

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
絵
画
の

展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
モ
テ
ィ
ー
フ
の
自
由
さ
、

華
や
か
な
色
彩
、
筆
触
は
多
く

山
ワ
ル
ツ
に

壷
乗
っ
て
、

に
男
と
女
の

夕
さ
ま
ざ
ま

ツ》
な
〃
愛
″

オ
が
展
開
す

138

る
。
独
特

の
ハ
ー
モ

庵
ニ
ー
が
魅

マ
カ
の
コ
ー

ア
ー
フ
ス
、
・
ヘ

ー
ー
ー
ホ
イ
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亀
演

劇

☆
つ
な
が
れ
た
ヒ
バ
リ

加
月
描
日
（
土
）
よ
り
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ

ド
イ
ツ
で
も
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ー

バ
ー
マ
ン
、
ロ
ー
ヴ
イ
ス
・
コ

リ
ン
ト
ら
は
独
自
の
印
象
派
芸

術
を
確
立
し
た
。
本
展
で
は
幅

広
い
年
代
か
ら
選
定
し
た
フ
ラ

ン
ス
印
象
派
と
ド
イ
ツ
印
象
派

の
作
品
を
対
比
さ
せ
、
両
国
の

印
象
派
の
誕
生
か
ら
展
開
ま
で

を
探
る
。

☆
前
橋
汀
子
＆
園
田
高
弘
ス
ペ
シ
ャ
ル

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

過
日
（
土
）
狙
時
釦
分
ル
ナ
ホ
ー
ル

前
売
４
０
０
０
円
当
日
４
５
０
０
円

☆
夕
Ｉ
リ
ッ
ヒ
弦
楽
四
重
奏
団

躯
日
（
木
）
四
時
神
戸
田
崎
ホ
ー
ル

３
５
０
０
円

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
あ
な
た
に

蛸
日
（
金
）
⑬
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

★
佐
久
間
由
美
子
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ

ル
ー
パ
リ
の
息
吹
き

即
日
（
土
）
昭
時
釦
分
神
戸
市
立
北

須
磨
文
化
セ
ン
タ
ー
１
０
３
０
円

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
チ
ク
ル
ス
第
１
回

駈
日
（
金
）
娼
時
釦
分
神
戸
市
勤
労

会
館
７
Ｆ
大
ホ
ー
ル
２
０
６
０
円

☆
海
野
義
雄
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ

ル諏
日
（
土
）
狸
時
明
石
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル
４
０
０
０
円

☆
神
谷
郁
代
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

幻
日
（
土
）
狙
時
釦
分
神
戸
市
立
西

区
民
セ
ン
タ
ー
１
５
０
０
円

☆
原
公
一
郎
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

記
日
（
土
）
妬
時
神
戸
ジ
ー
ベ
ッ
ク

国
音

楽

ヘ

映
画 Ｐ

マ
」
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０

０
円
大
高
生
１
４
０
０
円
中
学
生
１

２
０
０
円
子
供
１
０
０
０
円

製
作
後
加
年
の
上
映
禁
止
が

解
け
て
待
望
の
公
開
を
さ
れ
る

映
画
。１

９
４
８
年
２
月
、
チ
ェ
コ

で
は
労
働
者
階
級
が
権
力
を
握

☆
山
村
若
晴
司
舞
の
会

ｎ
月
１
日
（
木
）
畑
時
訓
分
国
立
文

楽
劇
場
５
０
０
０
円

『識Ｉ
目
的
の
た
め
、
と
あ
る
ス
ク
ラ

☆
国
際
ジ
ャ
バ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎

２
日
（
火
）
遁
時
釦
分
開
演

３
日
（
水
）
過
時
訓
分
開
演
狙
時
釦

分
開
演
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
、
前
売

Ｓ
席
４
０
０
０
円
Ａ
席
３
０
０
０
円

Ｂ
席
１
０
０
０
円

☆
ス
タ
ア

５
日
（
金
）
Ｉ
創
日
（
日
）
尚
開
演
時

間
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
舞
理
仰

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
５
０
０

０
円
Ａ
席
３
０
０
０
円
（
前
売
券
）

☆
欲
望
と
い
う
名
の
電
車

”
日
（
土
）
叫
時
、
廻
時
、
麺
日
（
日
）

廻
時
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

Ｓ
席
４
０
０
０
円
Ａ
席
３
０
０
０
円

☆
タ
イ
の
伝
統
芸
能
「
ナ
ン
セ
イ
」

ｎ
月
１
日
理
時
、
１
通
時
薪
郵
仲
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
劇
場
無
料

☆
江
川
バ
レ
ー
ス
ク
ー
ル

ｎ
月
３
日
（
土
）
巧
時
１
超
時
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
３
５
０
０
円

ス
タ
ジ
オ
２
０
０
０
円

☆
石
井
好
子
躯
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル

訓
日
（
火
）
醒
時
釦
分
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
巾
‐
ホ
ー
ル
４
１
２
０
円

古
典
芸
能

り
、
社
会

血
主
義
国
家

桂
の
建
設
を

”
始
め
よ
う

誰
と
し
て
い

た
。
そ
の

ツ
プ
再
処
理
工
場
に
は
多
種
多

様
の
前
歴
を
持
つ
男
た
ち
が
収

容
さ
れ
働
か
さ
れ
て
い
た
。
彼

ら
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
様
々
な

事
件
。

☆
丘
の
家
の
ジ
ェ
ー
ン

上
映
中
「
ロ
ッ
ポ
ニ
カ
三
宮
」
に
て
口
Ｉ

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０
０
円
大
高
生
１

３
０
０
円

あ
の
「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
ル

ー
シ
ー
。
Ｍ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
原

作
の
永
遠
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が

「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
ケ
ヴ
ィ
ン

サ
リ
ヴ
ア
ン
監
督
に
よ
っ
て
つ

い
に
映
画
化
さ
れ
た
。
こ
の
物

棺ミア☆大ス現作ス京☆
垣ケメそ丸ぺ代展ぺの大

享薪％言儲Ｊ ﾐ ‘禦
茶作印美展２０イの道術
陶展象術世ン風具画
展派画紀絵土市廊
画廊巨画を

1 ０１０家１１１０匠１０俊１０描１０
／／／／版／英／く／
1 0 3 チ 1 2 5 画 1 8 作 1 0 浬 4
１１ヤ’’展ｌ家ｌｐｌ
ｌＯ１０イ１１１０１０展１０友１０
／／ム／／／／弼／
1 ５８・６３０２３１６新９

む
ジ
ェ
ー
ン
は
母
ロ
ピ
ン
の
急

病
の
為
に
母
方
の
祖
母
に
ひ
き

と
ら
れ
る
が
…
…
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
の
方
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
映
画
名
を

明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ

ャ
ー
・
映
画
係
」
ま
で
。

唾
．
”

鱗

大
イ
タ
リ
ア
展
協
賛
イ
タ
リ
ア
秀
作

美
術
展
ｍ
／
ｍ
ｌ
ｍ
／
理

松
尾
洋
明
油
絵
個
展

、
／
泌
１
ｍ
／
”

舗
橋
宗
範
陶
芸
展

皿
／
狐
ｉ
ｎ
／
５

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

秘
蔵
写
真
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
の
残
影
展

９
／
幻
１
ｍ
／
、

第
７
回
あ
ゆ
み
写
真
展加

／
⑫
１
ｍ
／
躯

十
周
年
記
念
と
こ
ろ
の
旅
の
書
展

、
／
超
１
ｍ
／
麹

兵
庫
版
画
同
好
会
加
年
の
歩
み
展

、
／
錨
１
ｍ
／
釦

☆
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

神
戸
の
誇
る
安
井
賞
受
賞
作
家
４
人
展

９
／
”
１
ｍ
／
、

兵
庫
県
写
真
作
家
協
会
会
員
展

、
／
犯
１
ｍ
／
露

★
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

元
川
嘉
津
美
個
展

ｍ
／
６
１
ｍ
／
哩

永
沢
ま
こ
と
イ
ラ
ス
ト
展

、
／
超
１
ｍ
／
蛸

中
国
悠
久
の
大
地
を
描
く
注
洋
個
展

加
／
釦
１
ｍ
／
”

須
田
弧
太
展

、
／
幻
ｉ
ｎ
／
５

１
１３９
１

語
は
美
し
い
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド

ワ
ー
ド
島
を
舞
台
に
少
女
ジ
ェ

丘の家のジェーン

ンるう感どＩ
ト ･ マ動るン
にトでの愛が
住ロあドとた
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今

ア
メ
リ
カ
映
画
が
…
…
幽
霊
を
出
し
だ
し
た
。
そ
し
て
ス
テ
ラ

（
母
の
涙
）
を
も
作
っ
た
り
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
「
ス
タ
ー
。
ウ

ォ
ー
ズ
」
や
「
ダ
イ
・
ハ
ー
ド
」
か
ら
逃
げ
だ
そ
う
と
す
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
ア
メ
リ
カ
映
画
は
、
う
ん
と
も
う
け
て
、
う
ん

と
だ
ら
く
し
た
。
映
画
の
質
は
最
低
と
な
っ
た
。
オ
リ
ヴ
ァ
・
ス

ト
ー
ン
の
、
七
月
の
何
ん
と
か
に
生
れ
て
と
い
う
よ
う
な
ト
ム
・

ク
ル
ー
ズ
の
え
さ
で
客
を
釣
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
映
画
に
さ
す
が
に
べ

そ
を
か
き
だ
し
た
の
か
。

、
、

「
ス
ラ
ラ
」
は
、
ま
っ
た
く
今
さ
ら
に
お
か
し
い
映
画
の
涙
も

、の
だ
の
に
こ
れ
を
今
つ
く
る
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
こ
こ
に
．
…
・
・
ジ

ェ
リ
ー
。
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
新
人
…
…
と
い
っ
て
も
「
ケ
ン
タ
ッ

蕊

･淀JM篇長寿。

蕊

』

農綴

職
§誤認

識鱗Ｉ

：灘
一
て
も
「
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
・
フ
ラ
イ

，や
ド
・
ム
ー
ピ

生
Ｉ
」
に
俳
優
と

ス、
し
て
出
演
し
て

ク山
お
り
「
裸
の
銃

朴
を
持
っ
た
男
」

くム
の
脚
本
も
書
い

鐘
て
い
る
こ
の
ジ

カ
エ
リ
ー
が
、
こ

ム
こ
に
ブ
ル
ウ
ス

表
。
Ｊ
・
ル
ウ
ピ

式
ン
の
脚
本
を
も

劃
と
に
「
ゴ
ー
ス

ト
」
を
監
督
し

r W 認鞘識海猫砧1 謡』1 G t 穀確鞍ﾐ 蒋癖

こ
と
し
の
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
映
画
。

変
っ
て
き
た
こ
の
ア
メ
リ
カ
映
画
。

鍵

た
。

「
ゴ
ー
ス
ト
」
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
「
幽
霊
」
。
た
だ
し
邦

題
は
「
ゴ
ー
ス
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
幻
」
と
し
た
。
も
っ
と
も

こ
の
ジ
ェ
リ
ー
監
督
は
、
こ
の
映
画
の
ま
え
に
「
殺
し
た
い
女
」

を
監
督
し
て
い
る
の
で
ま
っ
た
く
の
新
人
と
は
申
せ
な
い
が
…
。

と
に
か
く
ア
メ
リ
カ
映
画
が
一
九
九
○
年
に
お
お
ま
じ
め
に
幽
霊

の
出
る
映
画
を
作
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
し
か
し
こ
の

映
画
の
ま
え
に
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
と
オ
ー
ド
リ
ー
も
出
て
い
る
「
オ

ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ

ズ
」
は
ま
さ
か
と
思
う
の
に
映
画
の
中
ご
ろ
で
主
役
の
ド
レ
イ
フ

ァ
ス
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
ア
シ
と
思
わ
せ
て
、
こ
の
あ
と
彼
は
幽

霊
と
な
っ
て
愛
す
る
相
手
の
女
を
守
る
映
画
。

と
こ
ろ
が
「
ゴ
ー
ス
ト
」
は
映
画
の
ス
タ
ー
ト
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
恋
人
同
士
の
サ
ム
（
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
イ
ジ
）
と
モ
リ

ー
（
デ
ミ
・
ム
ー
ア
）
が
幸
福
な
生
活
を
始
め
た
と
た
ん
に
サ
ム

が
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
サ
ム
の
恋
人
を
サ
ム
の
親
友
の
カ

ー
ル
（
ト
ー
１
．
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
）
が
何
か
と
親
し
く
し
よ
う

こ

と
す
る
の
だ
が
、
幽
霊
と
な
っ
た
サ
ム
に
は
自
分
を
殺
る
し
た
の

が
実
は
カ
ー
ル
の
計
画
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
サ
ム
は

ま
ｂ

・
・
・
…
ど
う
し
て
モ
リ
ー
を
守
ろ
う
か
と
苦
し
む
の
で
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
サ
ム
が
憎
い
カ
ー
ル
を
殴
り
つ
け
て
も
そ
の
手
は
カ
ー

ル
の
顔
を
す
べ
り
抜
け
る
だ
け
だ
し
、
モ
リ
ー
に
い
く
ら
忠
告
し

て
も
自
分
の
声
は
モ
リ
ー
に
は
聞
え
な
い
。
つ
い
に
考
え
抜
い
た

、
、
、
、
、
、

れ
い
ば
い

サ
ム
は
、
下
町
の
あ
や
し
げ
な
お
さ
す
り
さ
ん
…
・
・
・
つ
ま
り
霊
媒

師
の
オ
ダ
・
メ
イ
（
ウ
ー
ピ
ー
。
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
）
を
利
用
し

１
１４０
１

『
ゴ
ー
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
幻
』
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×
×

幽
霊
と
い
え
ば
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
を
は

じ
め
ル
ネ
・
ク
レ
ー
ル
の
「
幽
霊
西
へ
行

く
」
、
イ
ギ
リ
ス
の
舞
台
と
映
画
で
大
当
り

の
「
陽
気
な
幽
霊
」
、
こ
の
ほ
か
ベ
ン
・
ヘ

ク
ト
脚
本
監
督
、
そ
し
て
ノ
エ
ル
・
カ
ワ

ー
ド
主
演
の
「
生
き
て
い
る
モ
レ
ア
」
ま

だ
ま
だ
「
天
国
か
ら
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

「
幽
霊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
歩
く
」
と
数
え

だ
せ
ば
い
く
ら
も
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ

映
画
の
今
年
の
作
品
に
幽
霊
も
の
が
出
て

き
た
こ
と
、
そ
れ
に
「
オ
ー
ル
ウ
エ
イ

ズ
」
も
去
年
だ
っ
た
か
、
と
に
か
く
ア
メ

リ
カ
映
画
は
い
ま
じ
っ
く
り
と
考
え
こ
む

時
期
に
な
っ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
も
う

一
度
、
心
の
ふ
る
さ
と
を
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

タ
ッ
チ
を
。

☆
ア
メ
リ
カ
で
も
大
ヒ
ッ
ト
作
。

全
国
一
斉
公
開
。
神
戸
新
聞
会
館
シ
ネ
マ
エ
、
Ｏ
Ｓ

劇
場
、
東
宝
敷
島
、
京
極
東
宝
に
て
絶
賛
公
開
中
。

て
、
サ
ム
自
身
の
声
あ
る
い
は
サ
ム
の
意
思
を
こ
の
黒
人
バ
ア
さ

ん
の
オ
ダ
の
口
か
ら
吐
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
悪
党
は
う
ろ

た
え
モ
リ
ー
は
お
ど
ろ
く
と
い
う
よ
う
な
コ
メ
デ
ィ
・
タ
ッ
チ
の

主
も

幽
霊
劇
に
な
り
な
が
ら
、
幽
霊
が
い
か
に
彼
女
を
守
ら
ん
と
す
る

か
に
涙
を
さ
そ
わ
れ
る
映
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
っ
た
く
東
洋
の
ス
タ
イ
ル
で
、
幽
霊
が
愛
人
を
守
る

お
ん
じ
ん

と
か
恩
人
を
守
る
と
か
は
日
本
の
歌
舞
伎
に
は
珍
ら
し
く
な
い
。

そ
れ
を
パ
ラ
マ
ゥ
ン
ト
の
一
九
九
○
年
の
作
品
に
見
た
こ
と
が
お

ち
か
ら

お
い
に
興
餌
味
を
ひ
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
幽
垂
垂
の
力
は
モ
ノ
を

動
か
し
た
り
猫
の
目
に
は
見
え
た
り
す
る
幽
霊
ス
ピ
リ
ッ
ト
。
し

か
し
人
間
に
自
分
を
見
せ
る
こ
と
は
出
来
得
な
い
。
そ
れ
を
苦
し

む
こ
の
映
画
の
幽
霊
が
涙
を
さ
そ
う
。

こ
の
サ
ム
に
扮
す
る
の
が
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
イ
ジ
で
今
に

も
っ
と
も
っ
と
人
気
が
出
る
に
ち
が
い
な
い
。
彼
は
「
ダ
ー
テ
ィ

・
ダ
ン
シ
ン
グ
」
で
驚
く
べ
き
ダ
ン
ス
・
ス
テ
ッ
プ
の
美
し
さ
を

・
ダ
ン
シ
ン
グ
」
で
驚

見
せ
た
。
も
っ
と
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
バ
レ
エ

団
の
ダ
ン
サ
ー
上
り
だ

か
ら
当
然
だ
が
ダ
ン
ス

映
画
専
門
に
主
演
す
る

と
い
い
と
思
っ
た
ほ
ど

で
あ
る
。

れ
い
ば
い

つ
ぎ
は
霊
媒
師
オ
ダ

・
メ
イ
に
扮
し
た
ウ
ー

ピ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー

グ
が
や
っ
ぱ
り
こ
の
映

画
で
の
最
高
だ
っ
た
。

実
に
巧
い
。
黒
人
特
有

の
ア
ク
セ
ン
ト
の
強
い

表
情
が
ユ
ー
モ
ア
を
ふ

ん
だ
ん
に
出
し
見
事
に

巧
い
。
彼
女
は
「
カ
ラ

ー
・
パ
ー
プ
ル
」
に
出

て
い
た
の
で
そ
の
個
性

モリーは、殺された昔の恋人サムが幽霊になり守ってくれていることを知り驚いた。
生きている人間に自分を見せることができない幽曇それを苦しむその戯奉納涙を誘う。

？

鱗蕊

蕊蝉

の
強
い
顔
を
見
る
や

″
あ
あ
、
あ
の
彼
女
／
，
″

と
お
わ
か
り
に
な
る

房
ワ
。

モ
リ
ー
に
扮
し
た
デ

ミ
・
ム
ー
ア
は
「
セ
ン

ト
・
エ
ル
モ
・
フ
ァ
イ

ァ
ー
」
「
俺
た
ち
は
天

使
じ
ゃ
な
い
」
に
出
て

い
た
キ
ュ
ー
ト
な
可
愛

い
女
優
。
私
生
活
で
は

「
ダ
イ
・
ハ
ー
ド
」
の

ブ
ル
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ス

と
の
あ
い
だ
に
す
で
に
一
児
を
も
う
け
て
い
る
若
き
マ
マ
だ
っ

た
。霧

仲

瞬
鐸
沸
唾
鍛
秘
歴
》
驚
心

踊露竜郵

１
１４１
１

鍵霧

霞

が

ｒ鍵
Ｐ

謹
騨
錯
謡
鼠
鍵
蕊
鞍
麟
恥
醗
醗
除
舗
縄
誤
弱

蕊諜蕊
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